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持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  
一生態学的リテラシーの育成仙  
岡 崎 敏 雄  
1．はじめに   
－持続可能性教育としての日本語教育の学習目標としての生態学的リテラ  
ンー∴  
（り グローバル化の下で変動する世界における持続的な生き方の追求   
グローバル化する世界における変動の下で雇用軸が揺れている。若者の半分  
が，もはや終身雇用の下にない。そのため，仕事はもちろん，覇婚，出産，子  
育てから老後に至るライフコースへの展望が見えなくなっている若者が増えて  
いる。またグローバル化における貿易の自由化を契機として特にアジア諸国で  
食樺自給率が低下してきた。例えば日本では自給率12％（2007年2月農水省発  
表）を目前にしている。さらに，過去半世紀にわたって指摘されてきた2010年  
到来という石油ピーク（地球上の原油の生産高の限界）を目前にした今日，乱  
高下する原油価格に連動した食料価格の高騰に有効な対策が打ち出せない状況  
にある。   
他九 世界全体においても，若者を始めとして雇偶の流動化が進み，フラン  
スにおける若者雇用制度（CPE）を巡る経緯に象徴的なように（2006年），欧  
州各地でも，激化する国際競争の下，「雇用数調整」を是とする動きが加速化  
している。また，旧社会主義圏においては，国営企業の民営化の】F，早期退職・  
リストラが進み，新たに導入された民間型経営方式で同様の雇用制度が取り入  
れられている。中臥 モンゴル，中央アジアなどアジア諸国や南アメリカ諸国  
においても通貨危機を契機に同様の動きが進んでいる。また，アメリカ合衆国  
では，既にアジア通貨危機に先立つ10年以前において，このような雇用の流動  
化，終身雇用の終焉，中産階級の急激な縮小という事態がおこり，現在さらに  
加速化されている。サブプライムローン問題（2007年以降），リーマンショッ  
ク（2008年）を契機とする世界金融危械により拍車がかけられているこのよう  
な雇用の不安定の下で食料の価格変動も世界の隅々で激化している。   
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途上国のみならず，日本でもかつては遠いことであった貧困が人々の身近な  
間窺となりつつある。世界全体としては現在8億5千万人が飢餓の下（国連2002  
年発表）にあり，2050年には，石油の欠乏，温暖化によるオーストラリア農業  
の崩壊など食糧危機も重なり，30億人（人口90億人のうち）になるという予測  
（ドネラ・メドゥズ他『成長の限界』）がある。現に原油価格高騰が食料価格  
に上乗せされ，低所得層では食料へのアクセスの低下が加速され，食糧暴動も  
多発している。現在7人から8人に1人の割合で飢餓人口の下にあると言われ  
ている。2050年に90億人のうち30億人，つまり3人に1人が飢餓という状況が  
それほど非現実的ではなくなっている。  
（2）持続可能な生き方に関わる問いを考える場としての持続可能性教育   
多くのことが想像を超えている。その下でどのように各自なりの持続的な生  
き方を追求していくか。そのための手立て，システムをどのように他の同世代  
の人々と分かち持っていくか。その手がかりを考えていくのが持続可能性教育  
の目指すことである。持続可能性教育においては，予め教育者が用意する単一  
の答えを学習者に授示し理解を求めない。代わりに，学習者が自己を起点とし  
て（各自なりに自身が持つ問いを手掛かりにして），世界のコト，モノ，人の  
つながりを考えていくことが目指される。各自の持つ問いが，このような現実  
世界への入り口・糸口を手繰り寄せ，解決への道を牽引する。「世界はどうな  
っているか」という開いを切り口として，自己を起点としたつながりをたどる  
中で次々と「自発してくる問い」が導きの糸となる。また，そのそうした問い  
のつながりが「自分仕立ての考え方の枠組み」を形作っていく原動力となる。  
グローバル化による急激な社会変動の下で，生活の基盤が根本的に変わってき  
ている。〈仕事につく。結婚する。子を育てる。あるいは，努力をすれば充実  
感が得られる。そこそこ食べていくことができ，一応住むところもある。…〉  
といった当たり前のことが日本でも世界でも充足できにくくなってきている。  
その下で「生きていく」という形は，今後どうなっていくのかという問いが浮  
かび上がってくる。そしてその中に「自分とは何なのか」という開いが伏在し  
ている。これらを根幹の開いとして考えていくのが持続可能性教育の過程であ  
る。  
（3）内容重視の言語教育として行なわれる持続可能性教育としての日本語教育   
ビジネス日本語教育やアカデミックジャパニーズとして日本語教育の領域で   
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も拡大してきた内容重視の言語教育は，もともとはEnglish fbr Specinc  
Purposesとして英語教育の領域で提案されたものである。内容重視の言語教  
育では，読解，作丸 会話などの言語活動で取り上げられる内容（例えば学習  
者の専門分野やあるいは環境・開発・持続可能性など）にも重きがおかれる。  
言語活動では，自己の考え，感じていることを言語化し，その過程でまた考え，  
それを表現するといった学習過程が重視される。しかし，このような学習過程  
をたどることは，その中身が自他の両者にとって抜き差しならない重要なもの  
である性質を伴うものでない限り難しい。内容量視の言語教育の流れを汲む持  
株可能性教育としての日本語教育では，グローバル化の変動の下で揺れる雇用  
や食様などライフコースが不安定化する社会をどう生きるかを考え，話し合い，  
情報を得る場として言語学習が考えられている点で，学習者にとって抜き差し  
ならない性質の学習内容であるといえる。   
海外の内容蔑視の日本語教育では，学習者が町一言語を母語とすること から，  
高度な内容や情報人手については，母語を併用することが可能である。日本へ  
の簡単や日系企某への就職などの機会が限定され，道具的な動機付けを持ちに  
くい学習者の比率が商い旧ソ連・東欧諸国でも近年日本語教育が拡大してきて  
いるむ また，中国やインド，アメリカ，EUなどでも，道具的な動機を持たな  
い日本語学習者は少なくない。こうした学習者の状況を踏まえると，環境，開  
発，特に先に述べた雇用や食糧のライフラインに関わる直近，切実な「持続可  
能な生き方の追求」を内容とし，それをその土地固有のローカルな視点から考  
え，取り組んでいく内容重視の日本語教育は，学習者にとって道具的なものと  
は輿なる新たな学習動機を作り出す点でも意義のあるものと考えられる。  
（4）持続可能性教育としての日本語教育の学習目標：生態学的リテラシー   
持続的可能性教育としての日本語教育は，学習目標として生態学的リテラ  
シー（定凝は下記B参照）を設定している。生態学的リテラシー は言語生態学  
に基づく酋語教育が目指す「学習目標に関連する諸力・緒項目の生態学的ネッ  
トワーク育成」の追求を基盤とするものである。言語生態学に基づく言語教育  
では，「学習目標の達成が単一血要因の育成によって可能となる」という従来の  
言語教育の考え方に対して，学習日額は生鮮学的ネットワークの育成によって  
達成されるという「学習目標達成に対する生態学的アプローチ」の考え方に立  
脚する。この考え方は，「OnetOOneの教育効果観」に対するものである。「One  
ね oneの教育効果観」とは，例えば英会話能力の獲得という学習目標達成の   
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ために英語によるコミュニケーションの場を設定し．そこで集中的効率的ト  
レーニングをすることによって教育効果が達成されるとする考え方である。他  
方，「生態学的ネットワークの育成によって達成される」とする考え方では，  
学習者の既有の諸能力が存在し，言語教育はその上に行われることを前掟とす  
る。その上で，この学習者の既有諸力と，「学習目標に関連する諸力・諸項目  
の生態学的ネットワーク」との両者間の相互交流的な過程の育成を目指す。そ  
の中で，単一経路における一方の要因が他方の要因である学習目標に効果を与  
えるというone to oneの関係ではなく，学習者の既有諸力と，生態学的ネッ  
トワークを構成する諸力や諸項目との間で形作られる諸関係の中で確率的に達  
成される学習過程「ストカスティック・プロセスとしての学習過程」（Bateson  
『精神の生態学』）における教育効果を目指すものである。そのような過程で  
形成されるものが以下に述べる生態学的リテラシーである。従って，知識とい  
う叫要因の獲得を目指す記憶・理解などの形態や，英語会話能力の獲得のため  
の集中的なトレーニングという形で獲得されるリテラシー とは異なった性格の  
ものである。  
A．リテラシーとは   
リテラシーとは元来識字能力（読み書き）を指す言葉であるが，近年拡張し  
て使用され，様々な学習の基礎にある能力を指すようになってきた。現在では  
コンピューター・リテラシー，経済学リテラシーなど個別の領域における基本  
的能力といった意味合いをもって使用されている。   
これに対して，持続可能性教育としての日本語教育で取り上げる生態学的リ  
テラシーは，生き方のペースとなる基本的な能力を指す。人間生態系，自然生  
態系の様々なレベルの変動下で，従来の枠組みによって処理できない事柄が生  
じてきている中で，「持続可能な生き方を自分なりにどのように築き上げてい  
くか」の問いと，世界に対する認識を関連づけることによって，変動する世界  
を能動的に認識する過程を形作り，具体的に実践していく能力，また実践の中  
でその認識を修正・改善しつつ育成していく能力を指す。   
具体的には，例えば「グローバル化世界の下にある自己および他者の雇用や  
食糧について，所与の問いのみならず，自分の中から自発する問いをたどるこ  
とを手がかりとして，自分の生き方を考える能動的認識過程及びそれに基づく  
実践過程を進める」中で獲得されていくものが生態学的リテラシーである。   
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B．形成過程に注目した定義   
生態学的リテラシーの形成過程に注目すると，生態学的リテラシー とは，言  
語，人間，自然相互間のトータルエコロジーの育成を目指す能動的認識・実践  
過程を適して，生態学的世界および自然認識，生態学的行動基準／生き方，生  
態学的人間および対自然関係，生態学的アイデンティティー，生態学的意思が，  
認識・実践両面で相互に密接な関係を形成しながら螺旋（らせん）的に統合さ  
れて形作られていくリテラシーである。「螺旋的」とは，同じ地点に繰り返し  
立ち戻りながらも，その過程で新たなつながりを形作ることを通して，より高  
い次元，より高い視野に進んでいく形である。  
C．生態学的リテラシーの2つの次元  
－Anthropo－individualliteracy顆個のリテラシーの次元，Astro～bio－   
individualliteracy宇宙・生命個のリテラシーの次   
生態学的リテラシーは次の2つの次元を持つ。第一に，言語，人間，自然3  
生態系のうち人間生態系を焦点に形作られていくものがAnthropo－individual  
literacy類個のリテラシーの次元である。類個のリテラシー とほ，個人として  
の側面とその個人が人類の・員であるという側面の間に横たわる次元のリテラ  
シーである。端的には，現在の自分の個人としての生き方が，人類の一員とし  
ての生き方という視点から見るとどのような位置を持ち，どのような性質の下  
にあるかについて考え，実践していくことを軸として形成される言語・人間両  
生態学問の相互作用の中で形作られるリテラシーである。個人を起点として人  
間生態系，自然生態系にわたる多面，多次元のつながりを認識することが手掛  
かりとなって，行動基準・生き方，人間関係，アイデンティティー，意思が，  
認識・実践両面で，相互に関連しながら形作られていく。その中で人類サイズ  
のものの見方，人類サイズの生き方，人類サイズの人とのつながり，人類サイ  
ズのアイデンティティー，人類サイズの意思を育てていくリテラシー というこ  
とができる。   
第二に，言語，人間，自然3生態系のうち，自然生態系を焦点に形作られて  
いくものがAstro－bio－individualliteracy宇宙・生命偶のリテラシーである。  
端的には，個人としての生き方と自然の一部としての生き方という視点から見  
ると自己の今の生き方はどのような位置を持ち，どのような性格の下にあるか  
を考え，実践していくことを軸として形成されるリテラシー である。自己の自  
然としての存在のあり方を，その事宙史的段階，生命・生物史的段階（人類史   
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的段階を含む）をたどる中で，行動基準／生き方，生物・生命とのつながりの  
持ち方，アイデンティティー，意思が相互に関連しながら形作られていくリテ  
ラシー ということができる   
宇宙・生命個のリテラシーは，類偶のリテラシーをベースとしつつも，  自己  
の自然としての存在のあり方を起点に考え，実践することを軸として形成され  
る点から，人間生態を媒介とする自然・言語両生態間の相互作用の中で形作ら  
れるリテラシーということができる。  
D．「言語。人間・自然生態系のトータルエコロジー」を目指すリテラシー   
グローバル化の下にある世界の急激な変動，つまり人間生態系における急激  
な変勤によって，言葉とそれが示す内実にずれが生じてきている。すなわち言  
語生態と人間生態の問が揺らいでいる。また，人間の生活が自然との直接的な  
つながりを持たなくなっている郡市生活中心の社会，さらには人が自然とつな  
がるべき農が工業化されその結果として両者のつながりが断ち切られてきてい  
る社会の下で，人間生態系と自然生態系のつながりが希薄化している。そのた  
め人間生態系を仲立ちとした言語生態系もまた自然生態系から禿離してきてい  
る。   
このような状況を前に，言葉と人と自然の3者が，相互作用をなす生きたつ  
ながりとして働いている状態，つまり言葉，人，自然の在り方の良さが良好な  
墜墾（＝「貫草刈タルエコロジー」）の形成を目指す  
ものが生態学的リテラシー の育成である。   
本論・は，持続可能性教育としての日本語教育において，「生態学的リテラシー  
育成のための生態学的ネットワーク」の形成をどのような学習のデザインによ  
って達成していくかを考察することを目的とするものである。具体的には，生  
態学的リテラシー育成のための生態学的ネットワークを形作るものが何である  
について考察し，さらにそれに基づいてこのような生態学的ネットワーク形成  
のための学習のデザインを具体的に提案する。  
2．生態学リテラシー育成のための生態学的ネットワーク育成を目  
指す学習のデザイン   
（り生態学リテラシー育成のためのネットワークの形成   
先述の定義のごとく，生態学的リテラシーは，生態学的世界認識，生態学的   
持続可能性教育としてのⅠヨ本譜教育の学習のデザイン  
柳生態学的リテラシーの育成｝  7  
行動基準／生き方，生態学的人間関係，生態学的アイデンティティー，生態学  
的意思が，認識・実践両面で，相互につながりながら螺旋的に統合されて形作  
られていくリテラシーである。ここでは，生態学リテラシーの2つの次元のう  
ち類個のリテラシーに絞って取り上げる。類偶のリテラシー は，個人を起点と  
して人間生態系，自然生態系にわたる多面，多次元のつながりを認識すること  
が手がかりとなって，行動基準・生き方，人間関係，アイデンティティーを，  
意思が，相互につながりながら，言語・人間両生態間の相互作用の中で形作ら  
れていくものである。これらの定義から，生態学的リテラシー育成のためのネ  
ツトワークとは，これら世界認識，行動基準・生き方，人間関係，アイデンテ  
イティー，意思を形作るネットワークとして帰結される。5番目の意思につい  
ては別次元の考察を要するため，ここでは残りの4つについて取り上げる。   
これら4つについて，その4著聞が作る「生態学的ネットワークとして」考  
察する理由は，4者それぞれをいずれも単一の何かとしてではなく，相互の間  
の関係が形成されてはじめて成立するものという意味で，生態学的な性格を持  
っているものとして捉えるからである。ここで，それぞれ．及びそれぞれが相  
互に持つ関係の生態学的性格に注目して改めて見てみる。  
A．生態学的世界認識   
「世界はどうなっているか」という問いによって形作られていくものは，世  
界のコト，モノ，人のつながりを紡ぐことを通して得られる全体的認識であり，  
自己をもその中に紡ぎ足すことによって得られる主体的な認識である。自己を  
世界の中に位置づけて考えることから，より正確には「自己にとって，世界は  
どうなっているか」という問いに応ずる形で形作られていくものであるといえ  
る。従って，例えば地理，社会科の学習や専門としての地理学等で捉えられる，  
自己との関係を問わない世界の把掘，「世界に関する知識プロパー」とは異な  
るものである。世界と自己の間にあるつながり，つまり関係をとらえる認識と  
いう意味で， このような認識のあり方を「生態学的世界認識」と呼ぷ。   
生態学的世界認識のもうⅤ一つの重要な側面が，「他の人の視座も，自分の視  
座の中に保持して世界を見る」という面である。「これが世界だ」と自分に見  
えているものの他に「自分には見えていない世界」が実在していることを認識  
して「世界」を見るということである。例えば，「終身雇用・一億紀中流・右  
肩上がりの経済成長」の時代に育った中流の人々は固有の視座を持っている。  
しかし他方，グローバル化が進行したこの10年の間に雇用の流動化の下，非中   
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流の状況にある者にはまた別の固有の視座がある。その視座の下では世界は  
「別」のものとして見えていると考えられる。この場合，特に，中流に育った  
者が，現在非中流にある他者の持つ視座をできるだけ自己の「視座」として取  
り込むことを追求するというのがこの例である。  
B．生態学的行動基準   
「そのような世界の中でどのように生きていくか」または「どちらに向かっ  
て歩んでいくか」という問いに沿って形作られていく考えも単一の価値に基づ  
くものではない。「リスク」「幸福」など各個人によってそれぞれに定義されて  
いる生き方の基準の突き合わせによるものである。これらは，その人のそれま  
での生活経験やものの見方，考え方，さらには特に現時点での注臥乱 視角な  
どに基づき，切り口として取り組みやすく，世界認識に紡ぎ足しやすい糸口の  
形を持つものである。「そのような世界の中でどのように生きていくか」とい  
う問いの答えは，これらをつき合わせて形作られる。   
このように－一つの要因でないが故に，生態学的行動基準は，世界認識で把握  
されているコト，モノ，人のつながりの多面的，多次元的な切り口につながり  
やすい形でその時々に行動基準を示すことができる「生態学的」な性格を持っ  
た行動基準である。  
「生態学的行動基準」のもう一つの重要な製革が，この「行動基準」または  
「生き方」の多元的性格である。変動下の不安定な生活の下で行動基準・生き  
方は，山方で，「リスク」をどう回避していくかを重要な目安として考えられ  
る。同時に，「リスク」をどう避けるかといった受け身的な側面とは別に，他  
方，例えば「率福」の実現という積極的な側面によっても形作られている。そ  
の他にも「価値」「攻勢」「打たれ強さ」などの語褒で考えられる側面もある。  
これらのつき合わせやつながりによって全体として一つの形をなし，世界の変  
動に応じて修正・再編されていく動的な相互関係をなしているといえる。  
C．生態学的人間関係   
「人とどのような関係を形作っていくか」という問いは，世界認識の中に織   
ゝまれている様々な他者と自己の間のつながりを行動基準と突き合わせる中  
、考えることができる。行動と関連付けられた人間関係の相互的，動的なあり  
互を形作っているという点で「生態学的人間関係」という性格を持っている0   
「生態学的人間関係」のもう一つの重要な側面が，「自分には見えていない   
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世界」の中にいる他者とのつながりを明示的に「人のつながり」として重視す  
るという点である。これは「つながりの形をした生き方」を考える不可欠の側  
面である。そして何よりも「持続可能な生き方」を考える重要ポイントである。   
また，世界認識のあり方が「他の人の視座を自分の視座の中に保持して世界  
を見る」ものであることがあって初めて生態学的人間関係の持ち方が可能にな  
る。さらに，「生態学的人間関係」のこの型垂が次の「生態学的アイデンティ  
ティー」を可能にする。  
D．生態学的アイデンティティー  
ーアイデンティティーの「拡大過程の形成」－   
「私とは何か」の開いの対象とされるアイデンティティは，生態学的な性格  
を持っている。その場合，注目すべき点はアイデンティティーは，生態学的な  
世界認識の下での生態学的行動基準，さらには生態学的人間関係が形作られる  
過程で，徐々に当初の出発点のアイデンティティーの「拡大過程」として形作  
卓旦旦ことである。例えば，変動の－卜で持続可能的な生き方を，（雇用を起点  
に）考え始めた当初のアイデンティティーは，直近の未来と直前の過去の時間  
軸及びそこに登場する狭い範囲の人間関係の中にある。それが，生態学的な世  
界認識，行動基準，人間関係が改めて新しく形成されていく中で，世界のつな  
がりの中に自分の位置を見定め，そのつながりの中における生き方を探ること  
で拡大していく。   
その場合，世界のコト，モノ，人のつながりを紡ぐことを通した全体的認識，  
さらに自己をその中に紡ぎ足すことによって出来上がっている生態学的世界認  
識，の下で出来上がって来る生態学的アイデンティティーは，「世界のコト，  
モノ，人」のつながりの認識及びそれに基づく実践の下で，そのつながりに自  
己を紡ぎ合わせていくことにより形作られる。これは，人間生態学的アイデン  
ティティーの性格を持つものと言うことができる。すなわち人間生態学とは，  
人間が形作る人，コト，モノとの諸関係，つまり，つながりに関する学だから  
である。   
さらにまた，世界のコト，モノ，人のつながりの先に，自然生態系のコト，  
モノ，生きるもののつながりを紡いで拡大されていく時に，それは自然生態学  
的アイデンティティーに広がる展望を持っている。   
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E．世界認識，行動基準，人間関係，との関係で，アイデンティティーが相互  
関係を形作る   
アイデンティティー，つまり「私とは何か」の聞いに対する答えが，4つの  
問いのうちでは最も手がかりが見えず，考えにくいものであると思われる。で  
は，「私とは何か」は一体どのような辛がかりから答えが得られる種類の問い  
なのだろうか。   
結論から述べると，4つの聞い「世界はどうなっているか」「そこでどう生  
きていくか」「そこでどのような人間関係を形作っていくか」「私とは何か」の  
うち，「私とは何か」を除く3つの答えと「私」との関係に注目すると，「私と  
は何か」の答えが浮かび上がってくる。   
第一に，「世界はどうなっているか」の答えとして見ることのできるコト，  
モノ，人のつながりの中のどこを「私」は形作っているかを考えてみる。「私  
とは何か」の一つの答えが浮かび上がってくる。すなわち，「私」とは，世界  
に開かれているコト，モノ，人のつながりのここの部分を形作っている存在と  
いう像として「自分とはまさに世界のつながりのここを形作る存在である」と  
いう答えが示されている。   
第二に，次の間いである「そこでどう生きていくか」の問いの答えは，例え  
ば「非正規社員のライフコースを取らない生き方」「正規社員のライフコース  
を取るとして，旦ヱに落ち込むこ  とや絞り込みに遭遇しないあり方を丁寧に探  
り，それに合わせて生きる生き方」などがあろう。それは「私」の考える「リ  
スク」，「幸福」，「価値」などを突き合わせた結果示される組み合わせの中で得  
られるものである。そのような「「私」固有鱒組み合わせ方を持った生き方を  
とる」と考えているその主体として，「私とは何か」のもう血つの像が浮かび  
上がってくる。   
第三に，「そこで人とどんなつながりを形作っていくか」という問いについ  
ても，おぼろげながらイメージが出来ていくと考えられるが，「そのようなつ  
ながりの持ち方を考えている「私」」が「私とは何か」の答えを示している第  
三のものと言える。   
ここに至って「私とは何か」という問いの形自体が改めて再考されなければ  
ならない。即ち「私とは何か」という問いが，答えとして単一の「何か」の形  
を要求していること，「何か」という語の上で示唆されているという点である。  
ところが，「私とは何か」の「何か」が場合によっては単一の「何か」の形を  
していないことがある。   
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「私とは単一の何か」であるという考え方で示されるのは，「実体概念（把  
掘対象がものの形をしていると考えるとらえ方）としてのアイデンティティー」  
である。これに対して，即  
「そこで人とどんなつながりを形作っていくか」で示される答えそれぞれが相  
互に形成する関係全体を答えとして持っている私という「つながりの形をした  
アイデンティティー」も存在する。これは「関係概念としてのアイデンティテ  
イー」または「アイデンティティーの生態学的規定」と呼ぶことができるもの  
である。つまり，「単一の何かとしての自分」ではなく，「4つの問い」のうち  
「他の3つの問いに対する答えの形作る関係全体によって示されているものと  
しての自分」である。また「他の3つの開い」それぞれが，先に見たように様々  
なつながりを持った問いである。   
繰り返しになるが，グローバル化による変動の下で，雇用軸の揺れに起因す  
るライフコースの様々な揺れが存在している。どの人にも，仕事，結婚，子育  
てなど様々なポイントで堅準が訪れ，その下でグローバル化の変動に起因する  
揺れが姿を現してくる。その際，「狭いアイデンティティー」のドに生きてい  
る状況では，足元がおぼつかないと言って良いであろう。それでは，まず世界  
が見渡せない。例えば，グローバル化する世ま削こついて，言葉の上では知 って  
いる。Lかし自分がどう生きるかの手掛かりとなる内実を持ったものとしては  
知らない。また，「そこでどう生きていくか」の問いに答える候補として自分  
が挙げることのできるもののストックが乏しい。「幸福」，「リスク」，「価値」  
などのうちの何らかの一つの形をしたものであることが多い。これらの2つの  
セット，またはそれらを合わせて発き合わせた全体の形をしたものはなかなか  
ストックに入ってこないであろう。   
このような狭いアイデンティティーとは対照的に，4つの問いに対する「つ  
ながりを形作っている4つの答えのネットワーク」は，つながり故に転機に対  
する「打たれ強さ」を備えたものとなり得る。・－・一・偶の何かだけに依拠していな  
いからである。さらには，孤立した何かではなく，つながりを持ったものの具  
える強靭さと言っても良い。それは鋼のようなタイプの堅固さというよりほ，  
生野系嘩と言った方が近いであろう。生態学的リ  
テラシー育成のポイントは，この強靭さを持ったネットワークを形作ることに  
あると言える。   
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（2）ネットワークの視点から見た生態学的リテラシー   
以上の議論を踏まえると，生態学的リテラシーは，次のような話力が相互に  
緊密につながり合って形成されるネットワークの形をしたリテラシーとして捉  
えられることがわかる1。  
1）世界のコト，モノ，人の関連を捉える力である。   
2）より厳密には，世界のコト，モノ，人の関連を，自己を起点として，自  
己および自己の生き方との主体的関連の下にとらえる力である。また逆に，  
起点とする自己を，世界を構成する諸関連の中に位置づけてとらえる力で  
ある。更に，世界に存在するリスクが自他の間で共有されているというこ  
との認識，自覚を媒介とした，他者の視座を感知しつつとらえる力である。  
3）世界のコト，モノ，人のつながりと自己をつなげてとらえる力であるこ   
とから，世界がどうなっているかに関する知識プロパーの把撞力ではない。  
4）世界のコト，モノ，人を，4つの問い「世界はどうなっているか」「そ   
のような世界の中でどのように生きていくか」「そこで人とどのような関   
係を作っていくか」「私とは何か」の契機からとらえ，その結果4つの問   
いの答の生態学的相互関係を把振する力である。  
5）以上の諸力により，原初形態としての自己と世界の紡ぎ方を変える力，  
また，その力に基づき，生態学的自他支援システムを形作っていく力であ  
る。これはまた，世界的な変動に対して自他を防衛するための生態学的自  
他支援システムを形作っていく力と言うことができる。   
6）以上を統括する世界のコト，モノ，人の関連を想像力によってとらえる  
力である。   
以上のような把振に基づき，以‾‾lrでは，生態学的リテラシー の基盤を形作る  
ネットワークを成す諸力の育成を，どのような手立てで進めるかに関わるデザ  
インについて述べる。  
3．生態学的リテラシー育成のためのネットワーク形成のデザイン  
鵬生態学的世界認識育成のデザイン脚  
本稿では，生物学的リテラシー育成のためのネットワーク形成のデザインの  
うち，生態学的世界認識（以下世界認識）育成のデザインについて述べる。世  
界認識育成のデザインは，生態学的リテラシー育成のための認識面での基盤を  
形成するためのデザインである。   
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専門化，細分化される世界において多方向から大量放出される情報を，自己  
を起点として，また「自己との関連」relevanceを紡ぐ形でつながりを紡いで  
いくことを通じて世界認識が得られる。この結果得られるものは，「つながり  
の形で把掘されるグローバル化する世界」である。この認識は生態学的ネット  
ワークの形で形成される「自己を起点とし，自己をそこに位置づける人間草野  
系（＝世界）の生態学的認識」である。以下ではグローバル化の下における雇  
用面を糸口として，「つながりの形で把握されるグローバル化する世界」の認  
識をどのように生態学的認識の育成過程として達成していくかを見ていく。  
（り 自己を起点として世界を見る   
世界認識の育成の出発点は，起点となる自己の状況の認識を深めるための情  
報との接触である。ここでは学習者が置かれている自国における状況に関する  
情報の揺供を教師から受けて理解する例を示す。   
持続可能性教育としての旦杢琴教育の下で日本語学習者がたどる内容が，そ  
の当事者にとってどのような生活実感に塞打ちされたものであるかを（指導す  
る日本人教育者にとって）身近な例から考えるために，持続可能性教育を日本  
人学生を対象に畢革教育として行なう場合を取り上げて考えてみる0そこでは，  
例えば以下のような情報が得られることになる。  
1）5月病の消失   
2）脱力感に陥っている暇はない   
3）「教養科目」選択期間の短縮   
4）大学2年生後半から始まる就職活動   
5）企業面接でアイデンティティーを問われる   
大学院大学化する大学が増え，学部4年間卒業後大学院に進学する者が増え  
ている。また，派遣社員など非正規社員が増え，卒業後すぐ「一生の仕事」が  
決まる けなわち正規社員の）ケースが半減している。さらにバブル崩壊後の  
「就職氷河期」以来，卒業即「その中の一か所で－一生を過ごす社会に入ってい  
く」という感覚自体が後退し，いわゆる5月病はほぼ消失の見方が広がってい  
る。また専門分野へのカリキュラムが従来よりずっと早く到来し，2年生前半  
には専門科目が多数を占めるカリキュラムへシフトして，脱力感に陥っている  
暇はない。また専門分野へのカリキュラムが早まったのと対応して，非専門の  
分野にわたって広く学ぶ「教養科目」選択の期間が非常に短くなってきており，  
生き方の選択を考えるような時間の確保が艶しくなっている。既に大学2年生   
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後半から就職活動が始まり，専門科目への対処に追われる中で，人生全体に関  
して生き方を考える機会が殆どないような状況になっている。また就職活動の  
途上で企業面壕の中で「あなたは自分がどんな人間だと思うか」のような問い  
をズバリ尋ねられる状況が到来していること，それに対して受験一本槍で過ご  
してきた高校卒業後大学入学以来そのような問いについて考える機会が殆どな  
かった中で直面することなどが，情報として示される。   
ただしこれは日本人大学生のケースである。これに対して，持続可能性教育  
としての旦杢畢教育の場合には，各国の学習者は各国なりに自国の大学で進行  
している即戦力養成に向けた大学教育の中で，自己の専門でない「非専門」の  
多様な分野をもとに生き方全体をとらえる機会が少なくなっている個別の状況  
について知る機会を持つ。自国のことゆえ当人は知っていると思われがちであ  
るが，自国のことでありながら，足元で進行している変動をそれとして認識し  
ていることはむしろ少ない。受験競争の激しい国々ではその傾向は一層強い。  
そこでは，「即戦力養成に特化する大学教育機関カリキュラム」の下で，生き  
方を考える機会の少なくなっている自国に固有の様相を認識することが，世界  
を「自己を起点として見る」ための重要な出発点をなす。  
（2）自己の「起点」にreLevanceをつなぐ  
一自国の同世代の人たちのグローバル化変動の下での雇用状況を，自己の  
起点とのreIevanceをたどりながら見ることで「つなぐ」～   
次に，上で見た大学での状況，その中で登場してくる就職，そして雇用，と  
いう自己の起点に密接につながっているためrelevance関連がつかみやすい状  
況に進む。すなわち，自国の同世代それも同窓の先輩で卒業した人たち，また  
は各自の親類や知り合いが，就職やその後の仕事の状況でたどった経験を，各  
自が聞き取り調査をして知る。これは学習者参画型のテキスト作成と呼ばれる  
ものである。これは，あらかじめ教師から与えられる，典型的には日本の就職  
状況に関する文献をテキストとして学習する通常の形に代わるものである。代  
わりに，各国の学習者が，自国の，それも自分がよく知っている知人が最近体  
験した就職や雇用に関する状況の経験を，学習者自身で聞き取り，それをテキ  
ストとする。もちろんそれだけのレベルの日本語を書く能力を前揺とはしない。  
聞き取った母語の文章を何らかの形で日本語にする手立てを得て行なう。   
次の例は中国人学習者である日本留学生が，自国在住の親類の女性が経験し  
た事柄を聞き取り，作成したテキスト例の一部である。本人の了解を得て掲載   
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する。  
Aさんは中学校を卒業して，経理専門学校に通っていた。大学に進学し   
なくてもせめて何かの技能を持っていれば卒業後は地元で何とかして就職   
できるだろうと思った。しかし現実はそんなに甘くなかった。専門学校を   
卒業した1997年頃に，将来のことを考えると，やはり安定した職業を保証  
してくれる国営企業で働きたいという願望が強かった。しかし知りようも  
なかったが，その頃中国では国営企業の内部で民営化への制度改革が知ら   
ず知らずのうちに始めていた（日本語は原文のまま）。とにかく安定した  
職に就きたいから，一家総動員でコネを頼って，ある国営のホテルで就職  
することができた。最初は仕事が……（中略）……就職してから4年目の  
ある日，突然「今後会社は個人営業になるので，皆さんに一定の退職金を  
払うから，新しい仕事を探して下さい」と言われた。結局4万元の退職金  
が安定した生活を終わせた（日本語そのまま）。将来の生活に対するあこ  
がれが不安に変わった（以下省略）。   
このような学習者自身の聞き取り調査の他に，学習者参画型テキスト作成に  
は，学習者自身のライフストーリーがある。これはグローバル化の変動の下に  
ある自国の，それも学習者自身が経験したことについて物語り，文章化するも  
のである。これにより学習者自身は，自己が経験したことを現在進行している  
世界認識形成過程との関係でとらえ，自分の体験を世界の中に位置付けて考え  
ることができる。また，これをテキストとしてテキストベースの活動を行なう  
同じクラスの学習者にとっては，身近なクラスメートが体験したことであり，  
自分とのrelevanceをとらえる点で極めてリアリティーを待った認識を深める  
ことができるものである。   
以下は韓国人学習者のライフストーリーの一部である。  
1999年7月に韓国の某ホテルに予約コーディネーターとして就職した。  
ソウルの街で続々とできた海外チェーンホテルに比べ，そのホテルは私の  
両親の時代から良く知られた有名なホテルだった。私が就職した当時の韓  
国は，1997年経済危機（この事件を韓国人たちは通称「IMF」と呼ぶ2）  
という混乱を経験し，就職難については言うまでもなくリストラという言  
葉が日々聞 こえて釆た時だった。当時私はその深刻さについては良くわか  
らぬまま，とりあえず自分の希望通りホテルに就職することができた。そ  
れから1年たって，一緒に就職した同期の半分は会社を辞め，再就職した  
（以下省略）。   
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またこれらのような個人的な経験について調査したり，自身で文章化したり  
する以前の重要な段階として，「学習者による情報収集・調査」を行なう。こ  
れは，学習者自身が母語の新聞，インターネット，母語の書籍をデー タとして，  
雇用，食糧などの自国の情報を収集し，キーワードについて調査するものであ  
る。   
これは典型的な日本語教育の教科書のように，教科書作成者である日本人が  
日本の状況について知らせるために文献を与えて行なわれるものとは異なる。  
学習者自身が学習者の自国の状況について調べ，それを元に文章化するもので  
ある。それはクラスの同国の学習者にとって自己を起点とし，自己との  
relevanceがつかみやすい，その意味で世界の認識の糸口として自己を起点と  
して見るための重要な出発点をなすものである。   
次の例は台湾における就職競争問題として学習者が作成したテキストであ  
る。  
台湾の世界の現状（日本語は原文のまま）では，大学を卒業した学生は  
失業率がだんだん増えているということ。しかも「大学卒莱＝失業」とい  
うような言葉も良く聞いていた。台湾の現状では大学卒業寧が高まってい  
るが，一方社会で就職競争も増えている。そのため，大学を卒業しても失  
業したままの人がまだまだいるという。台湾の高学歴の無職が約12万人と  
いう報道が2007年にあった。（中略）台湾の女性の就業人数と労働者数は  
2007年2月に過去最高をマークした。また結婚後の離職率は依然高く，復  
職率が低いことがわかった。（以下省略）   
以上のような学習者参画によって得られたテキストを同じクラスの同国の学  
習者が読む。それは，その中に書かれている状況が自国の状況であり，自分が  
いずれ直近で経験することになる社会の状況であるという点で，自分の就職と  
いう自己の起点と極めて強いrelevanceを持った内容として接することができ  
る。   
これらのテキストに対する「テキストベース活動」は，ただ読んで理解する  
他に，対話的問題提起学習やロールレタリングという形態をとる。対話的問題  
提起学習は，ペアまたは3人で，上で示されたテキストを共同で読み，その内  
容について，各自が抱く疑問や「自分だったらこう行動する」，あるいはその  
テキストの当事者に対する共感などについて，個々のペアの学習者が持ってい  
る関連の経験や情報をもとに対話をし，その結果を考察するものである。その  
中で自分と ペアの相手との，書かれている状況や背後にある生き方に対する考   
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え方や見方の違い，及び共通点を見出し，それをもとに現在進んでいる変動状  
況の認識を深める。また，これから直面すると考えられる状況の中で，相手か  
ら示される自分とは異なった生き方や，テキスト作成者の生き方などを自分の  
生き方と比較することを通して，自分の生き方の選択肢を広げるベースとする  
ものである。また，同一の状況の下で生きている自分や同世代の人たちという  
つながりを直観的に感じ取るもととなるものである。   
ロールレタリングとは，テキスト作成者に対してそれを読んだ学習者が共感  
したこと，疑問に思って尋ねたいこと，あるいは強く感じたことなどについて，  
テキスト作成者に宛てて手紙を書き，またその返信を学習者自身がテキスト作  
成者の観点に立って書き，自己に宛てて記すというものである。テキスト作成  
者に対する共感的な理解を促すと共に，自己に宛てた返信を書くことによって，  
いまだ経験したことのない就職や雇用の状況について追体験し，その人の立場  
に立った世界に対するとらえ方を表出するものである。そうすることで同世代  
人でありながら，わずかに先に進んでいる人の立場を追体験することを通して，  
自分なりの世界を拡大するという場を形成するものである。   
以上のように自国の状況について，自己を起点にrelevanceをつなぎながら  
十分感じ取ったことをベースに，日本の同世代人を含む同世代の世界の若者の  
雇用や就職の状況を追体験する。それを通して，自己を起点とするrelevance  
につなぐ形で，事態を共有する同世代の世界の人々，特に以下のような若者の  
状況に関する所与の文章，学習者調査に基づく読み，書き，話し，聴き，考え  
ることをもとに，認識を形作っていく。   
例えば，EU，その中のフランスにおいて若者の高い失業率の解消を目指す  
とされた若者雇用制度の中で，従業員20人以上の企業で若者の採用を行なうに  
当たって，理由掟示なき解雇を就職後2年間は理由を示さずに解雇できるとい  
う政策と，それがその後たどった経緯を見る。同様にドイツで就職後6カ月認  
められていた自由に解雇できる期間を2年に延長する政策の導入，イギリスで  
採用後1年以内なら文章による説明なしでの解雇ができる状況，デンマークや  
アイルランドで試用期間が1年間，オランダの場合には5年間あることなどを  
見る。これらを手がかりに，自国で，今度は個人のケースでなくどのような若  
者雇用政策がとられているかに関する学習者調査，学習者参画テキストをもと  
にしたテキストベース活動を進める。   
同様にして以下の内容をたどる。すなわち上記のような雇用政策を通じてグ  
ローバル化の下で国家間・企業間競争の激化に迫られ，「雇用条件の変更，実   
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際には切り下げ」（OECD 2006発表）が行なわれていること，同様にアジア  
各国で若者の雇用流動化が進み，非正規社員と言われる有期雇用の比率が高ま  
り，日本や韓国では若者の5割，その他の国でも拡大している状況などについ  
て考える。そのような下で例えば日本の場合，若者の2人に1人が非正規社員  
であり，生涯賃金が正規社員の1／3となり，結婚の時期が遅れ，両親の保護  
のもとに生活せざるを得ない状況が長く継続すること，また順調に正規社員に  
なった場合にも，「絞り込み」と呼ばれるごく一部しか役職に昇進できず，非  
役職者の割合が30代後半から50代前半まで増加しているような傾向を見る。そ  
の中で30代後半以降，昇進の幅が減り，また，そのような身近な人たちの状況  
を見るにつけ，30代の人たちが仕事過多，長時間労働，強いストレスの下にあ  
る中で，場合によっては鬱痛に陥いる状況もあることをたどる。  
（3）世界への糸口を手繰る  
－グローバル化の下での変動の契機となったアジア通貨危機を世界への糸  
口の端緒とする，またその端緒と自己の起点（雇用）とのつながりを改  
めて押さえる－   
上で見た自己および身近な自国の人々，そして同じ世代の世界の人たちに起  
こっている様相，これが世界の全体的変動とどうつながっているかを次に見る。  
具体的には（この10年間の大きな変動の結果である）上で見たような状況のき  
っかけとなった1997年のアジア通貨危機を世界への糸口として手繰り寄せ，次  
のような状況を，グローバル化の変動の下にある世界認識のペースとなる「つ  
阜町として，キーワードの検索，自選及び所与の情報をもとに，自分なり  
にたどっていく。  
1997年，タイの通貨バーツが下落し，まずインドネシア，韓国，フィリピン  
の諸国，その後世界に波及した。90年代，これらの国々では外国からの直接投  
資を誘致するため，国内外間の資本移動規制を硬和し（資本の自由化），また  
為替相場を米国のドルの価格と連動するようにした。こうすることで海外投資  
家がこれらの諸国に投資する条件が整えられた結果，大規模な投資が行われ，  
この結果株価と不動産価格の暴騰を引き起こした。   
ところが事態はそこに留まらず，1997年7月，内実以上に暴騰した価格が実  
勢価格に落ちることを恐れた海外投資家は投入していた資金を一斉に引き揚げ  
た。このためタイのバーツを始め，上記諸国の通貨価格が暴落し，それを支え  
るために各国が用意している外貨準備を使い果たすという事態に陥った。国の   
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一生態学的リテラシーの育成－  19  
中で産業に投入できる資金が（外資の引き揚げによって）大幅に減少したため，  
経済活動全体が機能停止を引き起こした。失業者が激増し貸金が下がったため  
購買力が低下し，さらに経済の沈滞化が進んだ。3カ月後，世界に株価暴落が  
波及し，ロシア，旧ソ連諸国，さらに翌年秋にはメキシコ，アルゼンチンなど  
中南米諸国，その後アメリカ，EUにも波及し，株価暴落が引き起こされ，大  
きな経済的危機となった。   
通貨危機に発した経済，社会的危機は，雇用面にも大きな変動を生んだ。こ  
のうちタイ，韓国，ロシア，中南米諸国に共通するのは，通貨危機に対応する  
ための緊急融資を国際通貨基金（IMF）に大きく依存した点である。IMFの  
資金融資の際の条件の一つに畢郵寧卿が求められた。貿易の  
自由化，財政支出の抑制，消費税などの引き上げ，国営企業の民営化，電力企  
業の自由化とともに，国民生活に直結する雇用市場の自由化（雇用調整および  
雇用流動化），社会福祉事業の民間移行などの「規制緩和」が盛り込まれた。   
この流れと共にIMFのこれらいわゆる構造調整策を直接経験しなかった  
国々でもそれまで施行されていた自由化，規制横和の動きが加速され，中国で  
は改革開放政策の流れが進んでいたため，国有企業の民営化が中小企業にも及  
んだ。90年代の中頃から後半にかけて，雇用面で事実上の失業である一時帰休  
の実施，労働市場の形成の結果，雇用の流動化が進んだ。モンゴルでは，基幹  
産業の遊牧事業が民営化され，その下で雇用も労働市場の下になされるように  
なった。また日本でも1995年日本経団連の「新時代の日本的経営」授言以来，  
雇用調整寒が具体的に始まった。日本の場合1997年のアジア通貨危機が以前か  
らの長期不況を直撃し，雇用調整の動きは－一気に加速された。   
以上のようなアジア通貨危機を糸口とする世界的な変勒の加速化の中で，各  
国の雇用が流動化していった様々な情報に接触できるテキストを読み，それに  
ついて考え，膏き，話し，聴くことを経験する。それらの中で改めて自己の起  
点である先述の雇用とのつながりを押さえる。  
（4）世界のつながりを紡ぐ：雇用を巡るつながりについて  
「なぜ世界はこう動くのか」を考える－   
ここでは，上で見た世界への糸口であるアジア通貨危機をきっかけとした世  
界の変動に見られる「世界のコト，モノ，人のつながり」を視覚化することを  
通して世界のつながりをたどる。また，それを手がかりとして，世界がなぜ上  
でたどってきたように動くのかを考えるプロジェクトを行なう。具体的には上   
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のアジア通貨危機を巡る状況の説明として取り上げられるテキストの中から  
キーワードを選び，それをもとにした想像力の育成を通じて，リアリティーを  
持って世界をとらえ，キーワード相互間の連鎖をたどる。その過程で，「なぜ  
世界のコト，モノ，人が今のような動きを形作るか」を体感していくべースを  
育てることを目指す。具体的なキーワードとしては，「アジア通貨危機」「貿易  
の自由化」「金融の自由化」「資本移動の自由化」「規制嬢和」「海外投資」「株  
価暴落」「経済社会的危機」「雇用面の変動」「国際通貨基金（IMF）」「IMF資  
金融資の条件」「国営企業の民営化」「雇用市場の自由化」「社会福祉事業の民  
間移行」などがある。これらを教師の説明ではなく，各自の理解の下に相互の  
関連を考え，図示する作業を行なう。   
関連の情報を与えられたものとは別に，インターネットや用語辞典，関連文  
献などを併せて集めた自分で収集した情報の中のキーワードを含め「自分仕立  
ヱの世界認識の枠組み」を育成することを目指し，キーワードの図示作業の連  
鎖を形作る。   
これらの結果を自らの学習の成長過程を記すためのポートフォリオ（学習成  
長評価記録）として保管していく。このポートフォリオによって，自己の世界  
認織の育成過程がどう進んでいるかを自分なりに評価するベースとする。  
（5）つながりの中にあるグローバリゼーションをたどる   
上で見たようなグローバル化のきっかけとなったアジア通貨危機を糸口とし  
て，世界のつながりを紡いでいくことを通して，「つながりの中にあるグロー  
バリゼーション」をたどる。これまで限や耳にはするものの漠然としたもので  
あったグローバリゼーションが，具体的に自分の直近の未来あるいは身近な  
人々，同世代の自国の若者たちそして世界の若者たちの生活に大きな影響を与  
えているものとして見え始めたことを辛がかりに，グローバリゼーションとい  
うものが自己に関連あるものとしてそこにあること，しかし1個の何かではな  
く，つながりの形をして存在している様相を，従って，「つながりの中にある  
グローバリゼーション」の様相をたどっていく。   
それを通じて，世界の変動が起点である自分のその先の身近な人の雇用につ  
ながっていたことを見る中で，上記の図示をもふまえ，世界はなぜこう動くの  
かをグローバリゼーションの様相として考える。   
具体的には，糸口であるアジア通貨危機に続き，次のような過程をたどる。  
1）つながりの中にあるグローバリゼーションを雇用一経済の糸口から紡ぐ。   
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2）雇用の背後にある経済からつながりを見ていく。  
3）「経済面でのグローバリゼーション」を見てみる。  
4）その第一として，貿易・金融・資本の自由化についてたどる。  
5）その第二として，国際経済機関の任務の拡大の様相として3つの機関，   
国際通貨基金（IMF）・世界銀行・世界貿易機関（WTO），について見る。  
6）その第三として，グローバリゼーションの典型的な様相である多国籍企   
業の拡大を見る。  
7）以上をベースとして，さらに「グローバリゼーションの，経済面をつな   
ぎ日とした他分野への広がり」について見ていく。ただし雇用面に大きな   
影響を持ってつながっているものを見る。その第一としてネオリベラリズ   
ム（新自由主義）の考え方についてたどる。  
8）その第二として，上でも見たIMFとそれと連携する世界銀行による構   
造調整策の様相を見る。  
9）その第三として，貿易・資本・金融を中心に進められている自由化を   
ベースとした披争の様相について見る。  
10）以上のような様相が自国においてどのように広がっているかを見る。  
11）以上の締めくくりとして，区切りの時点で留意すべきこととして，グロー   
バリゼーションという対象の場合にも，自己を起点とし，それとrelevance   
を紡ぎながら，あくまでも自己の生き方とつなげて考えることの意義を見   
る。従って，自分が生きる場としてのグローバリゼーションのつながり，   
またその一部を自分もまた形作るものとしてのグローバリゼーションとい   
う視点を常に保持しながらいくことの重要性について考える。言い換えれ   
ば，自分の生き方と切り離されたグローバリゼーションという概念が独り  
歩きしないこと，従って自分の生き方の選択や判断に寄与できるようなも  
のとすること，に留意する作業を行なう。  
（6）世界認識のための所与情報を自分なりに文章化することで「情報の能動化   
による強化」を図る。   
上で「つながりの中にあるグローバリゼーション」をたどる場で接触する世  
界認識の情報のうち，所与情報はあくまでも自分で調査し吟味したものではな  
く，与えられた文章として理解することであった。これを一歩，所与のものか  
ら自分なりのものにするための手立てをここで進める。具体的には与えられた  
情報を自分なりに文章化してみる作業を行なう。ここで自分なりの文章化作業   
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を重ねていくことにより，「自分仕立てによる世界のつながりの記述」能力を  
養う。これはライフステージおよびその転機に当たって，生き方決定の客観的  
根拠を自らの手で言語化・文章化できるようにしていくことで，転機において  
考えるための基盤の強化を図るものである。   
このような文章化の作業の連鎖は，先にキーワードを図示することで得られ  
た世界の認識・世界のつながりの認識の蓄積によるポートフォリオと並んで，  
自己の世界認識の育成過程の自己評価ベースとすることができる。  
（7）世界とのつながりを紡ぐ  
グローバリゼーションの雇用以外へのつながりを紡ぎ足す－   
ここまで自己の起点にrelevanceを紡ぎながら世界への糸口を手繰り寄せ，  
その先に雇用面を切り口として経済面でのグローバリゼーションの広がりを，  
ひとまずは経済面をつなぎ臼とした分野への広がりとして一部だけ見た。この  
あとさらにつながりを雇用以外への領域のつながりとして紡いでいく。具体的  
には環境面へのつながり，食料・水への波及，石油ピークをきっかけとする新  
たなつながり，そしてこれらのグローバリゼーションの背後にある人々へのつ  
ながりを見る。  
（8）グローバル化の下で変動する世界のつながり全体と「私」の位置を見波す   
以上，自己を起点として，具体的にはキーワードのつながりを図示すること  
でグローバリゼーションの全体の広がりをとらえ，またそれを文章化すること  
で自分なりの認識のネットワークの形成をたどってきた。ここで改めてここま  
での過程の起点となっていた自己というものを，グローバリゼーション全体の  
つながりの中に位置付けてみるという作業を行なう。これは外から与えられた  
何かではなく，他ならぬ自分がキーワードをつないで示したグローバリゼーシ  
ョン全体のつながりの図の中に自分の位置を書き込んでみるものである。   
こうすることによって，これは，自分が世界を認識し，そこでどのように生  
きていくかに関する選択や判断を考えるに当たって，「自分もまたそのつなが  
りを形伴っているものとして存在する総体をもとに考える」という認識のあり  
方の基盤を作り出すものとなる。すなわち世界を認識すると言っても，その中  
に自分が位置している部分を明確にとらえた上で，それとの関係で様々なつな  
がりを認識し，それを前提として生き方を考え，また認識するためのものとな  
る。   
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4．結語  
以上，持続可能性教育としての日本語教育において，「生態学的リテラシー  
育成のための生態学的ネットワーク」の育成をどのような学習のデザインによ  
って達成していくかを考察し，そのデザインのうち，世界認識育成のための生  
態学的ネットーワーク形成のデザインを提示した。   
今後，世界認識をベースとして生態学的ネットワークを形作る他の，行動基  
準，人間関係，アイデンティティーに関わる諸力育成のデザインについて考察  
を進めることが課題とされる。  
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注  
1 5），6）については別考を要するため，別の機会に論及する。  
2 学習者による注   
